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2016年テーマ 「心動いて元気になる」
ゆたかなビレッジで、人と出会い、心を動かされ、また元気に明日
もやっていこうと思うエピソードを毎月ご紹介いたします。

第４回 感動させるために生きてはいない
熊本地方を中心とした群発地震により、多くの方々が被災され、
現在も苦しみの中で生活されている。一刻も早く適切な援助、ま
た地震の終息を願っている。また自分自身が直接関わる支援を模
索中である。そんな中、ボランティア募集についての記事にある
言葉が目にとまった。「感動ポルノ」という言葉である。被災地
の人々を支援に来る人々が、「大変な状況の人」を助けることに
よって自分が感動を得るためにボランティアをする。そんな状況
に注意してほしいという記事であった。この言葉は障害者の人々
の生活の中でも存在することを知った。イギリスの難病の障害者
でもあるコメディアンの方（TED2014ステラ・ヤング氏）が詳し
く説明してくれている。障害者、又は被災者を立場の弱い者とし
て認識して、頑張る姿であったり、日常の姿を見て、感動する材
料として障害者を消費しているということであった。また彼女は
言う「社会がより強い障害となっている」被災者にとって、日常
を取り戻すことが大切である。障害者にとっても同じく「普通に
過ごす」ということが困難である。日常を切り取られ、「頑張っ
ている姿」は健常者に感動することとして、消費されることは多
くあるように感じる。昨年末、事業所の向いに障害児の施設が開
所した。子供たちも日常の中でこの施設へ通ってくる。施設の開
所記念会に招待されて、スタッフ、子供さん、子供の父母さんと
触れ合う機会をもった。何か「特別なことをやってあげたい」そ
う考えている人は居なかったと記憶している。子供にあたりまえ
の日常を過ごしてもらいたい。そう願う父母さんからお話しを聞
いた。私は近所の大人として関わろうと決めた。勝手ではあるが
、子供の成長を励みに頑張ろうとする人として支援できればと思
った。被災者、困難な立場にある方、障害者の方々の日常を感動
ポルノとして消費しない社会を目指さなくてはならないだろう。
私の日常で関わる、障害をもつ子供さんたちの日々の生活を、あ
たりまえの出来事として人々が受け入れている未来を、普通に暮
らす近所の大人として想像しようと強く思う。

小規模多機能型居宅介護ゆたかなビレッジ
ポートサイド ：スタッフブログより

こんにちは！yoshiです。
本日は、ポートサイドのご利用者様全員でお花見に行きましたよ。
朝方は生憎の雨でしたが、お昼頃にはすっかり上がり、時折晴れ間も見えておりま
した。
どなたか晴れ男か晴れ女の方がいらっしゃったのかな？
行先は近所の幸ヶ谷公園です。近所ではありますが、高台にあるので行くのがちょ
っと大変でした。
でも、苦労した甲斐があり、満開の桜が出迎えてくれました！
やっぱり日本人にとって、桜は特別な花だなと改めて感じました。
日曜日という事もあって、花見客もいっぱい。おでんの屋台なんかも出ていました。
ご利用者様たちも、満開の桜を感慨深げにご覧になられていました。
みんなで記念撮影。楽しくお花見できて良かったです
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